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昔も今も日本赤十字社は変わらぬ理念で人道的な使命を果たすため、国内外でさまざまな活動を行っています。
５月の “ 赤十字運動月間 ” では、全国の皆様に赤十字への理解を深めていただくキャンペーンを実施します。
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救うことを、つづける。

赤十字運動月間CM「時代を越えて救う」篇より

救うことを、つづける。



雲仙・普賢岳噴火「噴石と救援日誌」

天皇陛下は入り口すぐに展示された雲仙・普賢岳の噴石の実
物をご覧になり、「雲仙だね。噴石で亡くなった方はいます
か？」とご質問。救援日誌を熱心にご覧になりました。

下は「高くなっていて、座れますね。脚のお
悪い方にも良いですね」と被災者のお気持ち
になってお話をされた場面も。皇后陛下か
らは最後に「たくさんの仕事をありがとうご
ざいました」とのお言葉を賜りました。
　多くの災害に見舞われた平成の時代。両
陛下は全国の被災地を訪れ、被災された方々
に寄り添い、苦境に立たされた方々の心の
支えとなられました。変わらぬ両陛下のお
心を感じられたこの度の行幸啓を仰ぎ、日
赤も気持ちを新たに、しかし理念は変わる
ことなく、苦しむ人々に寄り添い続けてま
いります。

　天皇皇后両陛下が 3月29日、日本赤十
字社本社を訪れ、「平成の災害と赤十字」
展を鑑賞されました。
　この写真展は天皇陛下の御在位30年を
記念して開催され、雲仙・普賢岳噴火や、
阪神・淡路大震災、東日本大震災といった
大規模自然災害時の日本赤十字社の救護活
動を時系列に写真パネルで紹介したもので
（展示は 3月末に終了）、全国の日赤支部・
施設から取り寄せた資料とパネルなど94点
を展示しました。
　両陛下は展示物を熱心に見て回られ、段
ボールベッドの実物をご覧になった皇后陛

天皇皇后両陛下（現上皇・現上皇后）が
「平成の災害と赤十字」展をご鑑賞

　▼ 展示品の一例と両陛下のお言葉

犠牲者を悼み、被災者を慰め、
救援活動に携わる人々を励ま
されてきた両陛下。被災地へ
のご訪問では、被災者に同じ
目線で話し掛けられるお姿が
大きな話題となりました。

見送りの日赤職員に笑顔でお応えになる両陛下

　「両陛下のお出ましに同行して」　救護・福祉部次長（当時）　白土直樹

　私の説明を熱心にお聞きいただき、また、災
害の現場に数多く足を運ばれた両陛下ならでは
の、たくさんのご質問も頂戴しました。お言葉
をいただくなかで、各地の被災者に対して今も
なお、お気持ちを寄せ続けておられることが伝
わってまいりました。天皇陛下からは高齢社会
における一人一人のニーズに合わせた救護や地

域コミュニティーでの防災・減災の取り組みの
重要性についてのお言葉を、皇后陛下からは災
害多発時代における日本赤十字社の職員や奉仕
団等によるたゆまぬ救護活動に対するねぎらい
と感謝のお言葉をそれぞれ頂戴し、赤十字運動
への大いなる慈愛と期待をお持ちになられてい
ることに感激しました。

阪神・淡路大震災では、日赤から 981班の救護班を派遣し、
日赤が現在「こころのケア」と称している精神ケアを取り組
む契機となったことなどをご説明。皇后陛下はパネルを見上
げ「大変な火災でしたね」と表情を曇らせる一場面も。

阪神・淡路大震災「精神ケア」

頻繁に起こる余震の影響で避難者が増え、エコノミークラス症
候群が多発した熊本地震。予防のための弾性ストッキングに直
に触れられた皇后陛下は「履くだけではなく、履いて運動するの
が良いのですね」と使用方法にも納得されたご様子でした。

熊本地震「弾性ストッキング」

石巻赤十字看護専門学校生徒の答辞に、天皇陛下が強い関
心を示され、案内の白土次長が「この生徒は震災の経験に
よって一人一人求めているものは違う、その人の気持ちを
大切にした看護をしようと決意したそうです」と伝えると深
くうなずかれました。

東日本大震災「卒業式答辞」

防災教育

自助共助の力を高めるために作成された児童向け防災カルタ
の説明を受け、天皇陛下は「こういったことは大切なことで
すね。カルタなどは何気ないことでも記憶に残りますからね。
良いと思います」とおっしゃられました。

　▼ 災害に関する行幸啓　天皇皇后両陛下は、平成の災害で被災した多くの土地へ足をお運びになりました。

阪神・淡路大震災

雲仙・普賢岳噴火

※宮内庁ホームページ「行幸啓など（国内のお出まし）」より
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雲仙・普賢岳噴火に伴う被災地お見舞い
北海道南西沖地震に伴う被災地お見舞い
阪神・淡路大震災被災地お見舞い
雲仙・普賢岳噴火災害復興状況ご視察
北海道南西沖地震災害復興状況ご視察
豪雨災害復興状況ご視察
豪雨災害復興状況ご視察
阪神・淡路大震災復興状況ご視察
有珠山噴火災害復興状況ご視察
新潟県中越地震災害に伴う被災地お見舞い
阪神・淡路大震災 10周年のつどい
新潟県中越沖地震災害に伴う被災地お見舞い
福岡県西方沖地震被災者ご訪問
東日本大震災に伴う避難者をお見舞い（旧騎西高等学校）
東日本大震災に伴う被災地（千葉県旭市）お見舞い
東日本大震災に伴う被災地お見舞い
東日本大震災に伴う被災地お見舞い
東日本大震災に伴う被災地お見舞い
東日本大震災に伴う被災地お見舞い
ご視察（被災企業の受け入れ支援を行った工場）
東日本大震災被災者ご訪問
長野県北部地震被災者ご訪問
東日本大震災に伴う被災地ご訪問
東日本大震災に伴う被災地ご訪問
東日本大震災復興状況ご視察
大雪による被害の復興状況ご視察
平成 26年 8月豪雨による被災地お見舞い
1.17のつどい－阪神・淡路大震災20年追悼式典－ご臨席
東日本大震災復興状況ご視察
平成27年 9月関東・東北豪雨による被災地お見舞い
東日本大震災復興状況ご視察
東日本大震災復興状況ご視察
熊本地震による被災地お見舞い
平成 29年 7月九州北部豪雨による被災地お見舞い
平成 29年 7月九州北部豪雨による被災地お見舞い
平成 30年 7月豪雨災害による被災地お見舞い
平成 30年 7月豪雨災害による被災地お見舞い
平成 30年 7月豪雨災害による被災地お見舞い
北海道胆振東部地震による被災地お見舞い
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東日本大震災

東日本大震災の発生時、授業中の石巻赤十字看護専門学
校に津波が押し寄せ、教員と生徒は近隣の小学校に避難
しました。しかしそこには看護を必要とする多数の避難
者が。孤立した小学校は食料や水も不足し、避難者が寒
さに凍えて弱っていく中、看護活動に奮闘した教員と生
徒たち。卒業式での「答辞」には、震災後 3日 3晩続い
た看護の経験を振り返り、看護師として巣立つ学生の熱
い思いが込められていました。（写真は津波被害を受け
た石巻赤十字看護専門学校の校舎内）

【石巻赤十字看護専門学校の奮闘】

写真提供：共同通信社
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赤
あかいとおこ
井十子さん。
困っている人の
役に立ちたい40
代のママ。1年間
のボランティア

経験を経て、日本赤十字社
の特命職員に！さまざまな
活動をわかりやすく体験リ
ポートします。

赤
あかいとおこ

困っている人の
役に立ちたい40
代のママ。1年間
のボランティア

ボランティアと支える
赤十字奉仕団と共に地域をサポート。
高齢者支援活動や災害救護、防災活動
などを行います。

社会的な支援が
必要な人を支える
児童、高齢者、障害者福祉施設
を運営し、利用者の生活支援を
行います。

海外で救う
災害や紛争などで苦しむ人びとのために、
救援や復興支援、病気の予防を行います。

看護師を育成する
赤十字看護専門学校・看護大学を
運営。広く社会に貢献できる質の
高い看護師を育成します。

青少年を育成する
青少年赤十字に加盟する全国の学校や幼稚園、
保育所で「気づき、考え、実行する」力を育みます。

病気から救う
全国91の赤十字病院は、地域の生
活を支え、災害時は医療拠点とし
て備えます。

災害から救う
国内災害救護による被災者のケア、
全国での防災教育事業による災害へ
の備えを行います。

救急法で救う
とっさの場合の手当てなど健康安全に
関する知識の啓発・普及を行います。

献血で救う
輸血を必要とする患者さんのために献血を受け
入れ、血液製剤の製造を行い、医療機関へ届け
ます。

次号より、「赤井十子さんのワクワク赤十字

体験」が連載スタートします。お楽しみに！

これが

９つの

事業ね
! わたしたちの生

活を支えるのね

ひとを育てる！

いのちを救うための活動いのちを救うための活動
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テレビ取材を受け、災害への食の備えを説明する赤十字奉仕団

長野県

被災地を支援した職員の生々しいリポートを来場者たちが傾聴

埼玉県

支援の輪に赤十字奉仕団が参画
余剰米を生活困窮者へ無料で送付

福井県

　福井県の越前市赤十字奉仕団は「越前市わかち
あいプロジェクト」に参画しています。この取り
組みは、農家から募った余剰米を生活困窮者の
もとに無料で郵送するというもの。越前市やJA
越前たけふなど5者による連携協定を結んだ奉仕
団は、農家から寄せられた余剰米の仕分けを担
当。昨年10月に始まった同プロジェクトを通じ
て21世帯68人への支援につながっています。

半世紀にわたる取り組みを新時代へ
100回目を迎えた「町ぐるみ献血」

長崎県

　長崎県諫早市には、50年以上「町ぐるみ献
血」に取り組む団体があります。1966年に「町
ぐるみ献血」を始めた天満町大昭会は公民館で
「町ぐるみ献血」を主催し、企業や住民に参加を
呼び掛けてきました。1968年の献血運動推進
全国大会で厚生大臣表彰を受賞。半世紀にわた
る活動は3月6日に100回目を迎え、献血した人
数も延べ9000人以上になりました。

AREA
NEWS
全国各地、あなたの生活のすぐそばで、
日本赤十字社の活動は行われています。

　東日本大震災から8年、防災・減災の取り組み
は今も各地で継続的に実施されています。
　日赤群馬県支部は、3月7日に「被災地支部災
害対策本部運営・支援訓練」を、3月11日に「赤
十字ボランティア・リーダーシップ研修会」を相
次いで開催。研修会ではローリングストックを
活用した炊き出しレシピを紹介しました。
　埼玉県赤十字血液センターは3月10日に「親子
で学ぼう　今みんなができること！　防災・減
災・献血」を主催。西日本豪雨で災害派遣を経
験した埼玉県支部の職員と被災地出身のタレン
トのトークで、備えの重要性を来場者に伝えま
した。
　長野県支部は3月10日に防災・減災イベント
を開催。会場では赤十字救護隊員の指導による
救急法の体験、非常食や災害備蓄品の展示など
を実施しました。また、長野県内の赤十字奉仕

３月は全国で防災イベントを開催！

団が推進する「包装食袋」を使った炊き出しの様
子が、2月16日放送のテレビ番組「減災家族　災
害に備える～食～」で紹介されました。
　香川県支部は3月10日に「防災とボランティア
のつどい～親子で学ぼう防災、広げよう減災～」
を実施。小さい子どもをもつ若年層の家族に向
けて防災・減災をアピールしました。
　高知県支部は3月10日にイベント「3.11防災・
減災プロジェクト」を開催。「備える」をテーマ
とした災害時の活動記録や応急手当ての講習、
非常持ち出し品を展示する様子が夕方のテレビ
ニュースで放送されました。
　全国各地の防災イベントに加えて、幼児向け
のイラスト教材を使った取り組みも実施中。全
国の幼稚園や保育所など1600カ所に配布され
たこの教材は日赤のホームページからもダウン
ロードできます。

全国

ポスター作成を通じて、JRCとしての自覚と誇りを新たにした生徒たち

「JRC部に、新入生を迎えたい」
～魅力的なポスターを作ろう！～

群馬県

　3月2日、群馬県での「青少年赤十字（JRC）高校
生リーダー研修会」に26校107人の生徒が参加、
近年最多人数での開催となりました。グループ
ワークでは新入生向けにポスターを作成。多くの
１年生にJRCの活動を知ってもらい、入部へつな
げたい！と、活動意義などを盛り込んだ作品は力
作ぞろい。参加者は「他者を思いやる活動をして
いると思う」とJRCの魅力を再確認しました。

各地から到着する選手の受け入れや大会当日のサポートなどを行った

選手とボランティアが心通わせる
「全国車いす駅伝」大会が開催

京都府

　3月9日・10日に京都市で「天皇盃 第30回全国
車いす駅伝競走大会」が開催されました。全国か
ら集まった25チーム、約140人の選手たちが熱戦
を繰り広げる中、選手のサポートを行ったのが赤
十字京都ユースを中心とするボランティアです。
京都ユースは共に選手をサポートするボランティ
アの募集や養成も行っており、今年は京都ユース
の他に72人のボランティアも加わりました。

町ぐるみで100回目の献血を
行った天満町大昭会の方々集まった余剰米を奉仕団のメンバーが５kgの小袋に仕分け

参加者からは「備蓄の習慣の大切さを再認識できた」の声が

群馬県

応急手当ての体験講習に目を輝かせる子どもたち

香川県

身近にあるバンダナを使った応急手当てなどの講習も実施

高知県

さまざまな危険を発見する間違い探し形式の幼児向け防災教材。
この教材のPDFが、日赤ホームページでご覧いただけます

防災・減災プロジェクトへ多くの企業・団体様からご協賛をいただきました。

㈱東京都路里

ご協力いただいた
プロジェクトパートナーに
ついてはこちら

ゴールドパートナー

シルバーパートナー

※順不同

赤十字の活動に「寄付」で参加できます！

日本赤十字社は災害発
生後、救援物資をすぐ
に被災者の方に届けら
れるよう、日頃からた
くさんの毛布や安眠
セット、緊急セットを
備蓄しています。安眠セット（１人分）2000円

活動資金へのご協力方法
主に以下の方法で寄付を受け付けています。

インターネットで 口座振替で お近くの赤十字窓口で

日本赤十字社への寄付は
税制上の優遇措置が受けられます。

ご支援（ご寄付）方法については日赤のウェブ
サイトでご案内しています。ぜひご覧ください。

日本赤十字社　寄付 検 索

あなたの寄付でできること 赤十字運動月間

　５月は赤十字運動月間です。赤十字への
理解を深めていただくため、CMやポスター、
SNSなどで広くアピールします。時代を超
えて救うことを続ける救護員の姿が印象的
なショートムービーもぜひご覧ください。

「赤十字運動月間」動画は
こちらからどうぞ

www.jrc.or.jp/contribute/

　平成31年４月19日、本社において平成31年
度第１回の常任理事会が開催されました。
今回の常任理事会は年度初めでもあり、付議
事項はありませんでしたが、赤十字運動月間
広報、予算の補正にかかる３月分の社長専決
事項について、それぞれ報告し、「赤十字この
１年」を上映しました。

常任理事会開催報告

今もなお人々に寄り添う
「昭憲皇太后基金」

毎年4月11日のご命日にあわせて発表されて
いる「昭憲皇太后基金」。1912年、昭憲皇太
后が国際赤十字の平時事業を奨励するために
寄贈された10万円（現在の３億5000万円相
当）を基に創設された世界最古の開発協力基
金です。今年は各国赤十字・赤新月社から47
件の支援要請に対し、国際赤十字・赤新月社
連盟にて配分委員会が行われ、14社の事業
へ合計約4400万円を拠出（累計額は約15億
8400万円）の配分
が決定しました。
今年度の支援詳細
は日赤ホームペー
ジをご覧ください。

昭憲皇太后。107年前、時代を先取りした「平時の人道支援」
という御心に、現在も深い敬意と感謝が寄せられています

←日赤のサ
イトでご覧
ください。

希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・FAX・メー
ルでご応募ください。
①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）　
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢　
⑤赤十字NEWS５月号を手にされた場所
　（例／献血ルーム）
⑥５月号で良かった記事、興味深かった記事はどれですか？　　   　　
　（いくつでも）
　Ａ．表紙　　
　Ｂ．天皇皇后両陛下が「平成の災害と赤十字」展をご鑑賞
　Ｃ．ワクワク赤十字体験！　
　Ｄ．エリアニュース　Ｅ．プレゼント　
　Ｆ．ワールドニュース　Ｇ．１枚の写真から
⑦赤十字NEWSのご感想、扱ってほしいテーマ、
　その他Voice（読者の声）への投稿もお待ちしています。

郵送／〒105-8521
　　　東京都港区芝大門1-1-3  日本赤十字社 
　　　広報室  赤十字NEWS５月号プレゼント係
FAX／ 03-6679-0785  メール／ koho@jrc.or.jp
（件名「赤十字NEWS５月号プレゼント係」）
５月31日（金）必着　
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていた
だきます

「アンリー・デュナン伝」＆
「赤十字の歩き方」のセット

10
赤十字への理解をより
一層深めていただくた
めに赤十字の創始者の
伝記「アンリー・デュ
ナン伝」とイタリア・
スイスの赤十字ゆかり
の地を紹介する「赤十
字の歩き方」をセット
でプレゼント！

名さまに

発行：赤十字
人道センター
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　こうした事態を受けて、日赤は現地の救援
活動を支援するべく1000万円の緊急資金の拠
出を決定。さらに、コレラやマラリアへの対
応をサポートするため、感染症を専門とする
日本赤十字社和歌山医療センターの古宮伸洋医
師を被災地に派遣しています。日赤は今後もモ
ザンビーク赤十字社や国際赤十字と連携しなが
ら被災者への支援を行っていきます。　3月14日にサイクロン「アイダイ」が直撃し

たモザンビーク共和国第 4の都市・ベイラ（人
口約50万人）。国際連合人道問題調整事務所
による発表では、このサイクロンによる死者
の数は603人、家屋の損壊は約24万戸に上っ
ています（4月 8日現在）。
　土砂崩れや洪水に襲われた被災地では、道
路や通信などのインフラが大きなダメージを
受け、被災状況の把握すら困難な中、モザン
ビーク赤十字社は各国の赤十字社とともに緊
急対応チームを現地に派遣しました。スタッ
フたちは寸断された道路を徒歩などで乗り越
え、救援活動を実施しています。
　モザンビークの保健省は被災地でコレラ
の感染が急速に広まっていることを発表。4

大型サイクロンがアフリカ南部を直撃
モザンビークに日赤医師を派遣

月 8日までに把握したコレラ患者の総数は約
5000人に達し、すでに死者も出ています。洪
水などによって住居を失った人々はもちろん、
かろうじて住居の被害を免れた住民も、汚染
された水を生活用水として使わざるを得ませ
ん。水処理システムを含む保健衛生面での復
興は、被災した人々の暮らしに直結する喫緊
の課題となっているのです。

モザンビークサイクロン被害救援活動
【モザンビーク共和国】

アクセスの悪い被災地にいち早く入った赤十字。救援活動とともにニーズ調査も進めている

被災者が185万人を超える中、現地では衛生状況が著しく悪化、
コレラなどの感染症対策や保健衛生面の支援が喫緊の課題に。

土砂崩れや洪水でインフラが壊滅
加えて急拡大する感染症の流行

都市部のベイラではその9割が被災し、人々は避難を余儀なくされている

モザンビーク共和国

モザンビークサイクロン被害 救援金受付

サイクロンの被災者を救うため
温かい支援をお願いします

2019年
モザンビークサイクロン救援金

2019年モザンビーク サイクロン救援金 検 索

http://www.jrc.or.jp/contribute/help/2019/

詳細は日赤のホームページをご覧ください

2019年3月25日（月）から
2019年6月30日（日）まで

100年前も今も理念は揺るがず

　各国赤十字・赤新月社の国際的連合体である国際赤十字・赤新月社連盟
（IFRC）が 5月 5日に創設100周年を迎えます。
　1919年、フランスのレジーナホテルに集まったのは、日本、イギリス、
アメリカ、イタリア、フランスの赤十字社の代表者たち。当時の赤十字活動
は戦時救護が目的でしたが、彼らが目指したのは、平時における健康増進や
疾病予防、苦痛の軽減を図る活動のための国際的組織「赤十字社連盟」（後に
現在の名称に変更）の創設でした。赤十字の創始者アンリー・デュナンが唱
えた「傷ついた人々を敵味方の区別なく救うこと」という理念を平時の活動に
まで広げ、５カ国の提唱で始まった国際赤十字・赤新月社のネットワークは、
現在、世界191の国と地域に広がっています。

ルーブル美術館前にある老舗ホテル「レジーナ」。その外観は100年前と変わらない  ©IFRC

p i c t u r e  t e l l s  s t o r i e s

 IFRC100周年ミニ展示が2019年５月8日（水）から2019年5月31日（金）まで赤十字情報プラザ（港区芝大門
1-1-3　日本赤十字社本社１階）で開催されます。　詳細は日赤のホームページをご覧ください。
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